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論  文  内  容  の  要  旨  
氏  名  （    伊 藤  啓     ）  
論文題名 
 
安懐南の 1930 年代小説に関する研究 
―知識人男性主人公の性格と恋愛を中心に― 
 
論文内容の要旨 
 
本論文は 1930 年代から 1940 年代の朝鮮文壇において小説家・評論家として活躍した安懐南に関する研究である。
彼は第二次世界大戦後に現在の北朝鮮に渡ったいわゆる「越北」作家であるという経歴から、これまで日本ではもち
ろんのこと、韓国でさえも長い間本格的な研究の対象とされてこず、「越北」作家らの作品の「解禁」以後も他の一流
作家らより一段劣った「B級小説家」として否定的に評価されてきた。本論文はこのような作家安懐南の 1930 年代の
小説群を主な研究対象とし、作品中に登場する知識人男性主人公の性格と恋愛という二つの観点から議論を試みるこ
とによって、これまで明らかにされてこなかった彼の小説作品の特徴を解明することを目的としたものである。 
序論では初めに関連する先行研究について概観しその問題点を指摘した後、朝鮮近代文学の流れを要約しつつ本研
究の意義について述べた。続く本論では初めに第 1 章において安懐南の生涯と作家活動について整理し、彼自身の作
品分類と各先行研究で用いられている用語に従って、安懐南の 1930 年代の小説群を 初期小説／前期身辺小説／本格
小説／後期身辺小説 の四つに区分することにした。続いて第 2 章において、安懐南という人物自身の植民地期当時の
性格と恋愛体験、及び恋愛観について、彼と他作家の随筆・評論作品を取り上げながら論じた。まず安懐南の 1930 年
代当時の性格についてであるが、青年期の彼は第一に「センチメンタル」、即ちたいへん感傷的な性格の持ち主であっ
た。また幼少の頃から臆病な性格であったと見られ、消極的であり悲観的な人物であったと見られる。しかし同時に
情熱的な感情を内に秘めた人物でもあり、特に恋愛感情を抱く異性に対して、あるいは酒に酔った時には積極的で大
胆かつ荒々しい言動を見せる時があった。また結婚後は一家を率いる夫・父親として家族愛の強い姿を見せる一方、
不規則な私生活をなかなか改善できない自律性のなさと怠惰な性格を併せ持つ人物でもあったと推測される。 
 続いて彼の恋愛体験と恋愛観であるが、安懐南自身の回顧によると、彼は 1935 年に鄭玉卿と結婚するまでに幾人か
の女性に対して強い恋愛感情を抱き、彼女ら一人一人に対して全身全霊をかけた情熱的な恋愛を展開していった。ま
た安懐南は恋愛というものを神聖視し、それに絶対的な価値を置いていた。彼の恋愛観とは端的に言えば、情熱的な
「真の恋愛」（真の愛）を行うことで「真の結婚」をすることができ、「真の結婚」は「真の生活」を生み、「真の生活」
を営むことで「真の人」になれると同時に、「真の文学」（真の芸術）を創り出すことが可能になるというものである。
また「真の恋愛」ならばたとえそれが失恋に終わったとしても、その情熱的感情を優れた文学作品・芸術作品の創造
と社会的事業の成功へと転換させることができるのだとも主張されている。このような安懐南の恋愛観は、金東仁な
ど 1920 年代の同人誌文人らの恋愛観から多大な影響を受けて形成されたものと推測できよう。 
 本論第 3 章からは上で示した作品分類に基づき、各作品本文の詳細な読解を行っていった。第 3 章で取り上げたの
は‘髪’など初期小説の五作品である。これらの小説内において主人公らは、いずれもが感傷的で悲観的、憂鬱で陰
気な性格と、積極的で強気な性格の対照的な二つの側面を併せ持つ人物として描き出されている。また恋愛小説の‘
愛情の悲哀’、‘私と玉女’において主人公らは、「縁談」や「病」の少女といった本来恋愛感情とは直接関係のない観
念的・抽象的なものに対する妄想を膨らませた結果、それが異性に対する強い恋情へと変化していく特異な恋愛の様
相を見せている。一方‘寂滅’の主人公 A は愛する女性聖淑に対する情熱的な恋愛を展開するが、彼女への激しい妄
想と熱烈な恋愛感情が原因となって次第に正常な思考力が失われていき、精神的な崩壊と肺病の悪化という身体的な
崩壊が合わさる形で、ついには悲劇的な死を迎えるに至ったと考えることができる。 
 次に第 4 章では前期身辺小説の九作品について論じた。これらの作品に出てくる男性主人公も全て安懐南自身をモ
デルとしていると見られ、彼らの見せる性格も作者の当時の性格がよく反映されていると言える。その特徴としては
感傷的で陰気な性格や悲観的で心配性な姿、臆病で小心者の性格や浪費が激しく享楽的で自律性のない「小市民的」
性格などを挙げることができる。また‘煙’において主人公「私」はその消極的な性格とは対照的に、恋人に対して
だけは非常に積極的で強気な言動を見せており、その恋愛感情の強さから正常な思考力を失った非理性的な姿も露呈
 させている。その一方で‘薔薇’において主人公の恋愛感情は目に見える言動としては表されることがなく、微妙な
心情変化の過程としてのみ専ら描き出されており、これまでの恋愛小説には見られなかった新たな恋愛の様相として
注目に値する。 
 第 5 章では労働者らを扱った本格小説の中でも代表的な「製綿所」小説の四作品について考察した。しかしながら
各作品における男性主人公らの性格や恋愛の様相は、他の知識人小説と比べても特記すべきものは見出せなかった。
彼らの性格もいずれもが消極的で行動力のない小心者の性格や陰気で無気力な姿が目立っており、‘魍魎’の「彼」
の見せる忍耐強さや‘機械’に登場する青年労働者敬求の暴力的な言動などは部分的なものに留まっている。また‘
その日の夜に起きたこと’の主人公「あっし」が恋人今順と互いに強く愛し合う姿や、‘機械’において敬求と工場
監督のチャンスが女工の順伊をともに心中で秘かに恋い慕っている恋愛の様相も、前章までの作品群に見られた特徴
と比べて特に大差のないものと言わざるを得ない。 
 第 6 章では後期身辺小説を取り上げた。‘エレナ裸像’の主人公であるキムは女給のエレナに対し強い恋愛感情を抱
いているが、彼女を前にしてもその思いを直接伝えることができない消極的で内向的な性格の持ち主である。また彼
は彼女の美貌に魅了されるあまり正常な判断力を失ってしまう非理性的な姿を作中で繰り返し露呈させていることも
大きな特徴と言えよう。また‘煩悶する『ジャンルック』氏’の主人公「私」も、妻の不倫の問題について様々に思
い悩み深い煩悶に陥る心配性で悲観的な人物として描き出されており、これは‘恋人’の主人公金光植の感傷的で憂
鬱な性格や優柔不断で消極的な側面とよく類似している。金光植が恋人の李安羅との恋愛を通じて人格の向上と人間
的成長を試みようとしている姿勢は、これまでの恋愛小説にはなかった新たな特徴として注目されるが、彼もまた怠
惰な日常生活を改善できない「小市民的」性格の持ち主であり、最後の場面でも安羅に対する恋愛感情に負けてしま
う非理性的な姿を露呈させていることが分かる。だがこのような知識人男性主人公の非理性的な人物像は、安懐南の
親友であった金裕貞を描いた‘謙虚―金裕貞伝―’に至って克服されることになった。本作品において金裕貞は小心
者で消極的な人物として描き出されていると同時に、隠された「野性的で原始的」な性格も併せ持っており、また妓
生の朴錄珠を初めとする三人の女性に対して犠牲的な全身全霊の恋愛を展開していった。そして彼女らとの恋に敗れ
た後も、その恋愛の情熱を故郷での教育事業や闘病生活を続けながらの創作活動へと転換させることに成功した青年
として極めて肯定的に描かれている。 
 最後に第 7 章では以上の分析結果について再度整理するとともに、そこから導き出される事柄についてさらなる考
察を試みた。まず知識人男性主人公の性格についてまとめてみると、幾つかの例外はあるものの ①感傷的（「センチ
メンタル」）、悲観的、憂鬱で陰気な性格、②消極的、小心者、心配性で臆病な性格、③恋人に対する恋愛感情や酒の
酔いに起因する積極的、強気で大胆な性格、④恋人に対する恋愛感情や酒の酔いに起因する非理性的、非論理的な性
格、⑤自己中心的、享楽的で自律性がなく、怠惰な「小市民的」性格 の五つの特徴が初期小説から後期身辺小説まで
共通して見られることが分かった。これら五つの特徴はいずれもが 1930 年代当時の作者自身の性格や実体験を基にし
たものばかりであり、このことは即ち安懐南は登壇以後約十年の間、ほとんど変わらない性格の男性人物、しかも自
分自身の性格や実体験をそのまま小説化しただけの人物しか描けなかったということを示している。加えて①、②，
③、⑤の性格は植民地期の他作家の知識人小説の主人公らにも類例を見つけることができるため、文学史的な価値を
認めることも困難と言わざるを得ない。以上のような結論は言い換えれば「B 級小説家」というこれまでの安懐南の
否定的な評価を裏づけているに過ぎないものである。 
しかしながら、④の恋人に対する恋愛感情や酒の酔いに起因する非理性的、非論理的な性格という点に関しては、
植民地期の他作家の作品内に類例を見出し難い独特な性格として高く評価できるのではないかと考える。さらにその
ような知識人男性主人公の姿を描き出す際に、「信頼できない語り手」（unreliable narrator）の技巧が積極的に用い
られたと見られる点は、これまでの先行研究でも指摘されたことのない大きな特色として注目に値する。「信頼できな
い語り手」は‘愛情の悲哀’、‘悪魔’、‘煙’、‘エレナ裸像’などにおいて繰り返し登場しており、彼らの語りを通じ
て安懐南は人間の不安定な心情や酒、強い恋愛感情といったものにより精神的混乱に陥った者の非理性的な心理状態
を効果的に描き出すことに成功したと評価することができるだろう。 
 次に知識人男性主人公らの恋愛の様相に関してであるが、安懐南の 1930 年代の恋愛小説に見られる恋愛の特徴は 
①観念的、抽象的なものに対する妄想が強い恋愛感情へと結びつく恋愛の様相、②恋人に対する一途で情熱的な恋愛
の様相、③恋人を心中で秘かに恋い慕う恋愛の様相、④情熱的な恋愛感情を人格の向上や社会的事業に転換させよう
とする恋愛の様相 の四つに要約できることが分かった。これらの特徴も全て当時の作者自身の性格と恋愛体験、恋愛
観がそのまま反映されたものと見られ、同時期の他作家の恋愛小説と比較しても決して水準の高い内容と見なすこと
はできない。つまり恋愛小説という観点から見ても、1930 年代の安懐南は一介の「B 級小説家」に過ぎなかったとい
うことである。 
 しかしながら強調されねばならないのは、これらの恋愛の様相を初期小説から順番に見ていくと、そこには間違い
なく変化の過程が見られるということである。②の恋愛の様相は 1930 年代を通じて見られる一方、初期小説に見られ
た①が前期身辺小説以降では③の特徴に取って代わられ、後期身辺小説に至ると④の恋愛の様相が見られるようにな
ることが本研究を通じて明らかになった。「真の恋愛」と「真の結婚」の情熱的な力が「真の生活」、「真の人」、「真の
文学」を生み出すのだという恋愛観は、1930 年代の彼の評論・随筆の中で一貫して主張されているが、小説のほうを
見ていくとそのような考えが全く表れていない初期小説から前期身辺小説を経て後期身辺小説に至る中で、その主張
が少しずつ作品化されていった推移の過程を窺い知ることができる。このような十年の間の変化は先行研究で明らか
にされていなかった事柄であるとともに、安懐南という小説家の作家的成長が表れたものとして積極的に評価すべき
であると考える。 
加えてもう一つ見逃してならないのが、②の恋人に対する一途で情熱的な恋愛の様相が初期小説から後期身辺小説
まで一貫して表れていることである。安懐南は「情熱」という感情を「真の恋愛」、「真の結婚」、「真の文学」の全て
の原点となるものとしてたいへん重視しており、これらが圧迫を受け危機的な状況下に置かれた今だからこそ「情熱」
という感情の強い力が必要とされるのだと主張した。1930年代の安懐南の恋愛小説の中に一貫して②の恋愛の様相が
表れ続けていることは、人間の「情熱」という感情をとりわけ重視していた安懐南の、少しでも優れた小説を多く生
み出したいという作家的な「情熱」が反映された結果なのではないかと思われる。 
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論文審査の結果の要旨 
1930年代から1940年代の朝鮮文壇において小説家・評論家として活躍した安懐南(アン・フェナム)
は第二次世界大戦後に北朝鮮へと渡った「越北」作家であることも災いして、学問的研究が長くタブ
ー視され、従来否定的に評価されてきた。そのため現代の韓国においてさえ知名度が低く、加えて1930
年代に彼が執筆した身辺小説と本格小説からなる独特の世界は、植民地期朝鮮文学史内における彼の
位置づけを非常に曖昧なものにしてきた。本論文は、安懐南の作家活動の中でも1930年代の小説群に
研究対象を絞り、これまでの安懐南研究史において等閑視されてきた知識人男性主人公の性格と恋愛
という二つの観点から包括的な議論を試みることで、安懐南の小説作品の特徴を解明し、安懐南研究
の空白を埋めることを第一の目標としている。それと同時にこうした作業を通して1930年代における
朝鮮文学の全体像に新たな視座を提供することも目指している。本論文は、歴史に埋もれてきた作家
の作品世界を掘り起し、それに光を当て、朝鮮文学研究の場に新たな可能性を切り拓こうとする意欲
的で独創的な研究となっている。 
まず序論で関連する先行研究をきわめて詳細に検討し、本論第1章で安懐南の生涯と作家活動につ
いて日本滞在期における新発見も含めて整理した後、安懐南の1930年代の小説群を、初期小説／前期
身辺小説／本格小説／後期身辺小説の四つに区分する。続いて第2章では安懐南および他作家らが残
した当時の随筆や評論を基にして作家安懐南自身の性格と恋愛体験、恋愛観を実証的に明らかにして
いる。 
以上を踏まえた上で、本論第3章からは1930年代の安懐南の小説群の中から知識人男性主人公の性
格と恋愛の様相が特徴的に表れている22編を選び、当時の朝鮮文学や日本文学さらには西欧文学の潮
流も広く視野に入れながら、初期小説(第3章)から順に前期身辺小説(第4章)、本格小説(第5章)、後期
身辺小説(第6章)へと実に詳細な読解と分析を試みている。第7章では全体を総括し、恋愛において示
される主人公の非理性的、非論理的な性格が、植民地期の他作家に類例を見出し難い独自なものであ
ることを論じた上で、それを描くに当たってWayne Boothのいう「信頼できない語り手」unreliable 
narrator の技法が意識的に用いられていることを指摘している。またこうした技法上の側面と並行し
て、初期小説から後期身辺小説へと至る中で、安懐南小説において描かれた恋愛の様相の変化をテク
ストの丹念な読みから導き出し、その推移の過程を明らかにしている。 
本研究には、膨大な量の朝鮮語文献が用いられているが、引用の際には原文とともに必ず筆者によ
る日本語訳が添えられている。また朝鮮語の固有名詞や文献の表記の仕方、テクストの引用の仕方に
ついても独自の工夫がなされている。内容の豊富さ、濃密さ、独創性に加えて、テクストの扱いが際
立って丁寧であることも本論文の特徴である。実証的研究とテクスト分析との関連などやや説明不足
の点もあるが、全体として非常に精度の高い研究であると結論づけることができる。 
以上より、本論文は博士（言語文化学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
 
 
 
